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幼児期における遊びの質および
生活状況と「意志」育成との関連

鍵小野美和�� 　川出富貴子��

緒 言

近年，社会的・経済的環境の変化に伴い子どもの
遊びはバーチャル化しており，遊びの質の変化がみ

られる����．一方，子どもの暴力など子どもに関す
る問題が多様化・深刻化していることから ����，子
どもの育ちに重要な遊びの質と子どもの育ちとの関
連を検討することが必要と考えられた．

�シュタイナーによれば生まれてから �歳までの

発達課題を「意志」の育成としていることから，幼
児期の遊びの質の変化�����に伴い子どもの意志力
（社会と出会える力）が弱まり，子どもの「育ち」に
深刻な問題を投げかけていると考えられる．

そこで，本研究では幼児期の遊びの質および生活
状況と「意志」育成との関連をみることによって子
どもの健康問題解決のための研究の基礎資料とする
ことを目的とする．

研 究 方 法

�．対象

本研究の対象は通園歴 �年間の �歳児（シュタイ

ナーのいう 
つの発達段階のうち，発達課題を意志
育成とした第一段階にあたる）をもつ母親��	名で
ある．調査依頼は調査者の居住地である東海地区で

同意の得られた一般的な私立幼稚園 
施設である．
�．方法

調査方法は無記名自記式質問紙調査である．調査
内容は子どもの基本属性と子どもの発育状況 �項目，
文献�����ならびに保育士への調査等の先行研究���

から得た内容を吟味し，シュタイナーの提唱した��

感覚のうち，意志感覚（触覚・生命感覚・運動感覚・
平衡感覚）に関連する遊びおよび行動，社会性，創造
性，想像力，情緒などの子どもの状況の��項目（表

�）である．調査時期は平成��年 �月� �月である．
回答は母親の主観で「非常によくした，よくした，

あまりしない，全くしない」の 
段階スケールとし
た．調査は各園を通じて保護者に配布し，�週間前
後の留め置き後，各園の指定箱を通して回収を依頼
した．
�．データ分析

分析には統計解析ソフト ����を用い，全ての項
目について単純集計と相関分析を行った．
段階ス

表 � 意志感覚に関連する遊び・生活体験・子どもの状況の調査項目
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ケールの回答は「非常によくした」から「全くしな
い」に 
� �点を割り当て得点化し，遊びと生活体
験の項目をシュタイナーの意志感覚に該当する『触
覚』『生命感覚』『運動感覚』『平衡感覚』のカテゴ

リー毎に得点を算出し，カテゴリーと子どもの状況
（危険の察知，体調への気づき，リズム感覚，運動感
覚，バランス感覚，創造性，想像力，友人との関わ
り，思いやり，柔軟力，対話力，子どもの意志の��

項目）との関連について，スピアマンの相関係数を
求め，有意水準 � �とした．
�．倫理的配慮

本研究は愛知医科大学看護学部の倫理委員会の審
査を受け承諾を得た後（倫理審査番号��番）実施し

た．調査を行うにあたり施設長および協力者に対し
て，研究内容，協力は自由意志でありいつでも撤回
できること，回答したくないものは回答しなくてよ
いこと，研究協力の有無が何ら保育内容に影響のな
いこと，データは無記名であり個人は特定されない
ことなどを十分説明し，同意・承諾が得られた場合
のみ実施した．
�．用語の定義

【意志感覚】：
�シュタイナーの提唱した��感覚

の中の一つの領域をさしている（表 �）．感覚は大
きく意志感覚，感情感覚，認識感覚の �つに分けら
れ，各々に 
感覚が所属しており，意志感覚には触
覚・生命感覚・運動感覚・平衡感覚の 
つの感覚で
構成されており，人間の土台づくりとして主として
�歳までの育成を考えている������．

結 果

配布数
��部のうち回収数��	部で，回収率・有効
回答率は共に�����であった．
� ．対象者の属性は，家族人数は平均�����	��
名で

あり，二人が �名（	���），三人が��名（����），
四名が���人（�����），五人以上が�
名（�����）

であった．きょうだい数は平均�����	��	名で
あり，きょうだいなしが���名（
��	�），一人が
���名（
����），二人以上が��名（���	�）であっ
た．母親の平均年齢は���������歳であった．

�．発育状況は，「はいはい」を「非常によくした�よ
くした」は���名（�����），「ものなめ」を「非常
によくした�よくした」は��	名（�����），「指
しゃぶり」を「非常によくした�よくした」は��

名（�����），「物に触る・掴む」ことを「非常に
よくした�よくした」は���名（�	���），母乳栄
養��名，人工栄養

名（�����），混合栄養��


名（���
�）であった．
�．遊びの項目で高得点は，「活動的な遊び」����，

「手遊び」����，「手足や身体を動かす遊び」����，
「砂場遊び」���
，「三輪車・自転車乗り」����な
どで，低得点は「川遊び」���
，「木登りや山登
り」����，「草花遊び」��
�，「バーチャルな遊
び」���
であった．生活体験の項目では「抱っ
こ・おんぶされた体験」����，「ほめられた体験」
と「規則正しい生活」は���
，「包み込まれる体
験」����などで，低得点は「虫さされや毛虫な
どによる痛み体験」���
，「英語の学習」����な

どで，「子どもの意志」は��	�であった．

．子どもの状況と発育の関連は，「抱っこ・おん
ぶ」は，運動感覚，バランス感覚，創造性，想
像力，友達との関わりと有意な正の相関を認め
た．また「触る・掴む」はバランス感覚，子ど
もの意志と負の相関を認めた（表 �参照）．

�．子どもの状況と感覚との関連は，子どもの状況
と感覚との関連について表 
に示した．感覚カ
テゴリーと子どもの状況では多くの有意な正の

相関を認めた．『運動感覚』に関わる遊びは全
ての子どもの状況と，「生活状態」は創造性と
子どもの意志以外の子どもの状況と，『生命感
覚』はリズム感覚，柔軟性以外の子どもの状況

表 � シュタイナーの��感覚と発達課題
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表 � 子どもの状況と発育の関連

表 � 感覚カテゴリーと子どもの状況・遊びとの関連

と，『平衡感覚』は危険の察知，自分の体調への
気づき以外の状況と有意な正の相関を認めた．

一方，テレビ・ゲームなどのバーチャルな知的
な遊びは創造性と有意な負の相関を認め，有意
ではないが危険の察知，体調への気づき，リズ
ム感覚，運動感覚，想像力，思いやり，柔軟力，
対話力，意志との負の相関が認められた．

考 察

『運動感覚』に関わる遊びは全ての子どもの状況
と正の相関を，『生命感覚』『触覚』『平衡感覚』に関
わる遊びと『受容される感覚』はほとんどの子ども

の状況と有意な正の相関を認めた．
�シュタイナー
は人間発達の基本的要件として主として �歳までに
意志感覚の育成を考えているが ���，本研究の結果
からも『運動感覚』『生命感覚』『触覚』『平衡感覚』
などの意志感覚の育成が創造性や想像力，友人との
関わり，思いやり，対話力等を育てることが確認さ
れた．
一方，知的遊びは創造性と有意な負の相関を認め，

有意ではないが危険の察知，体調への気づき，リズ
ム感覚，運動感覚，想像力，思いやり，柔軟力，対話

力，意志との負の相関が認められ，テレビ・ゲームな
どのバーチャルな知的遊びにより，シュタイナーの
いう 
つの意志感覚が育成されるべき時期に育成さ
れないことによる意志の弱体化が示唆された���	
�．

結 論

シュタイナーは人間発達の基本的要件として主と
して �歳までに意志感覚の育成を考えているが，意
志感覚の育成が創造性や想像力，友人との関わり，
思いやり，対話力等を育て，バーチャルな知的遊び

による意志の弱体化が示唆された．

本研究の限界

本研究は子どもの認知能力，言語能力の限界から
対象を園児の養育者である母親としており，調査結
果は母親の判断によるものである．今後は分析対象
を子ども本人に拡げ研究を進めたい．また，今回は
相関係数による検討であり，今後さらなる明確化に
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努めていきたい．

お わ り に

今回の研究結果を基礎として，幼児期の生活状況
および遊びの質と「意志」育成について調査対象を

拡げ，子どもの生活状況および遊びの質と成長発達
との関連について研究を進めることで，子どもの問

題に対する解決の一端としての方向性を示すエビデ
ンスとなる研究を目指したい．

本研究は，日本看護科学学会第��回学術集会（����年）���

で発表した．

ご多忙な時期に調査にご協力下さいました対象者の方々

に深くお礼申し上げます．

資料 � � �
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